
 

 

 

 

 

 

 

 

いつか来る季節のために 
校長 高部 振司 

禾乃登（こくもの すなわち みのる） 

残暑は続いていますが、少しずつ季節は移ろい、実りの季節になって 

います。 

特に稲穂は、実るほどに頭を垂れる時期になりました。 

 多くの準備と手入れが欠かさず行われ、実りの秋を迎えます。 

  

 

昨年度の夏休みは、春の臨時休校を受け、１６日間に大幅に短縮されました。今年度は５日間

の臨時休業を加え、８月３１日までがお休み。夏休みとあわせると４２日間になりました。たかが５

日、されど５日。意味のある５日間になったでしょうか。 

学校再開にあたり、家族を含めた健康観察と健康管理の徹底。集団生活を過ごす上で気をつけ

なければいけないことの再確認をもう一度お願いします。分散登校に伴う短縮授業や部活動停止

により、学校で過ごす時間が大きく減りました。このことにより一人ひとりの意識の持ち方、自己管

理が大きく問われる状況です。これまで通り、気を緩めずに一日一日を過ごしましょう。 

特にマスクの種類や使い方についても自分のため、大切な人のためにも見直しをしましょう。 

制限がかかることがらも増えましたが、できないことを嘆くよりも、自分にできることはないかを考

え、実行に移しましょう。現実を見つめ、考え、行動する。この習慣がこれからのみなさんの人生の

力となります。 

 

さてこの夏は、ソフトボール部が霧が丘学園との合同チームで全国大会出場。水泳部が複数の

種目で関東大会出場を果たしました。日頃の努力、鍛錬が大きな実を結びました。おめでとうござ

います。大会出場を祝い、横断幕を作成しました。他の学校に掲示してある物を見たことがある人

も多いことでしょう。谷本中学校は人通りや交通量の多い道路に面していないため、藤が丘小学校

と、田園都市線藤が丘駅にお願いをして、それぞれ掲示をして頂けることになりました。快諾をして

いただいことに心より感謝いたします。 

 

 

 

 

 

 

 

見事、県大会出場を果たした部活、残念ながら目標に届かなかった部活それぞれですが、多く

の時間をかけ、目標に向かって力を合わせ、努力した事実に変わりはありません。保護者のみな

さんだけでなく、地域の方々にも、多くの応援をいただきました。紙面を借り、お礼を申し上げます。 

どの部活動も新チーム、新体制となって活動が始まったところで、中断を余儀なくされています

が、できることを考え、実行する積み重ねを一人ひとりが大切に。私も応援しています。 

横浜市立谷本中学校 学校だより  

                 や も と 
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左：藤が丘小学校
の敷地の壁に掲示
した横断幕。交差点
手前からよく見えま
す。／右：藤が丘駅
コンコースの横断
幕。駅員さんに貼っ
て頂きました。 


